
令和２年度第４回急病センター運営委員会（報告） 

 

１ 日 時  令和 2 年 9 月 18 日（金） 午後 7 時 15 分～ 

２ 場 所  医師会館２階 

３ 出席者  福地、岡本、森福、飯室、伊藤、河原、近藤、杉山、鈴木、高野、袴田、平野、 

三神、柳田、山梨、依藤各委員    事務局 塩澤、鈴木、長谷川 

４ 協議事項 

（１）今後のインフルエンザとＣＯＶＩＤ-19 に備えた運用について 

9 月 14 日開催の「救急医療を考える会」で、急病センターではインフルエンザ検査をや

らないことを 2 次救急病院の救急医師に説明し、大方の賛同を得た。さらに、二次救急病

院でも検査をやらないで統一できないかを提案し9月30日の病院長が集まる会議で回答い

ただくようお願いしたと報告があった。 

今後の運用については、出動医の先生方等への説明書類一式、及び診療所等に掲示して

頂くポスター掲載内容について事務局から説明があり、協議の結果、意見を取りまとめた

うえ最終的に会長の了解を得て配布することで了承された。 

また、抗インフルエンザ薬について検査しないで投薬することは、耐性ウイルスをつく

ることになるため薬を統一した方がいいとの意見があり、協議の結果、ゾフルーザ錠は小

児への投与に注意喚起がされていることからゾフルーザ錠 10 ㎎は廃止するが、それ以外

は出動医の考えもあるため残すことにする。ゾフルーザ 20 ㎎は残すが、定数を減らすこ

とで、了承された。 

（２）採用医薬品に関するアンケート結果について 

7 月の運営委員会で依頼したアンケート結果について協議した結果、筋注で使える抗生

剤であるイセパマイシンを採用し、最小数で配備することで了承された。 

また、年間の薬剤使用状況について報告があった。 

（３）抗菌薬適正使用に関する一次調査について 

「地域における感染症対策に係るネットワークの標準モデルを検証・推進するための研究」

を行っている研究グループから、施設における抗菌薬適正使用への取り組みの実際に関す

る調査依頼があり、協議により回答について了承された。 

 

５ その他 

  次回は、10月 20 日（火）に開催する。 
























































